
　

奈
良
県
に
は
多
く
の
美
し
い
風
景
が
あ

る
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
り
、
ほ
っ
と
す

る
よ
う
な
景
観
が
各
地
に
多
く
存
在
し
、

訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
風
景
を
形
づ
く
っ
て
い
る
の

は
、
動
物
、
植
物
、
菌
類
な
ど
、
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
様
々
な
生
物
の
存
在
だ
。

人
間
だ
け
で
は
な
く
、
生
物
が
生
息
し
、

影
響
し
あ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
全
く
同

じ
姿
の
な
い
美
し
い
自
然
環
境
を
私
た
ち

に
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
美
し

い
景
観
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
異
な
る
環

境
で
生
き
る
様
々
な
生
物
と
調
和
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

1
9
9
2
年
に
は
、
国
際
条
約
「
生
物

多
様
性
条
約
」
が
可
決
さ
れ
た
。
日
本
も

締
結
国
で
あ
る
。
こ
の
条
約
は
〝
世
界

中
の
自
然
を
各
国
で
協
力
し
あ
っ
て
守
ろ

う
〞
と
い
う
動
き
で
あ
る
と
聞
く
と
、
自

分
ご
と
と
し
て
実
感
し
づ
ら
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
実
際
は
、
環
境
省
が
中

心
と
な
り
、
各
都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
に

戦
略
を
策
定
、
市
町
村
や
企
業
、
組
織
と

協
力
し
あ
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
身
近
な

と
こ
ろ
で
は
、
学
校
の
遠
足
や
社
会
見

学
、
県
や
市
町
村
が
主
催
す
る
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
、
手
に
と
っ
た
地
元
企
業
の
商
品

が
、
生
物
の
多
様
性
を
守
る
た
め
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

今
回
の
特
集
で
は
「
生
物
多
様
性
」
を

よ
り
身
近
に
感
じ
、
意
識
を
し
て
も
ら
う

た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の
条
約
の

動
き
と
、
奈
良
県
や
地
域
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二上山を眺望できる旗尾池湖畔

奈良公園と奈良盆地が眺望できる若草山中腹

山の辺の道周辺に広がる穴師の棚田と三輪山の風景

県道川津高野線沿いの雲海景勝地

奈
良
の
美
し
い
景
観
資
産

奈
良
県
に
は
、
世
界
に
誇
る
歴
史
文
化
遺
産
や
、
そ
れ
ら
と
一
体
を
な
す
歴

史
的
風
土
と
豊
か
な
自
然
環
境
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
・
織
り
な
す
風
景
を
つ
く
る

　
奈
良
の
生
物
多
様
性



区
域
と
す
る
な
ど
、
新
た
な
世
界
目
標

を
か
か
げ
た
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
生
物
多
様
性
枠
組
」
が
採
択
さ
れ

た
。

　

日
本
で
は
新
た
な
世
界
目
標
に
対
応

す
る
た
め
、
本
年
3
月
に
「
生
物
多
様

性
国
家
戦
略
２
０
２
３
|
２
０
３
０
」

を
策
定
し
た
。

　

奈
良
県
で
も
こ
れ
ま
で
「
生
物
多
様

性
な
ら
戦
略
」
を
策
定
し
各
種
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
新
た
な
国

家
戦
略
に
合
わ
せ
て
、
県
の
戦
略
の
改

定
作
業
中
で
あ
る
。

世
界
的
な
背
景

　

1
9
7
0
年
以
降
、
地
球
の
自
然
環

境
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
世
界
的
に

活
発
に
な
っ
た
。
1
9
9
2
年
に
国
連

開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
採
択

さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
条
約
」
は
、
生

物
多
様
性
を
考
え
、
そ
の
保
全
を
目
指

す
た
め
の
国
際
条
約
で
、
1
9
4
カ
国

と
E
U
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
参
加
、
日
本

も
参
加
国
で
あ
る
。

　

昨
年
12
月
、
15
回
目
の
締
約
国
会
議

が
開
催
さ
れ
、
陸
と
海
の
30
%
を
保
護

生
物
多
様
性
っ
て
？

　

生
物
多
様
性
と
は
、
多
様
な
生
物
が
存

在
し
、
互
い
に
つ
な
が
り
、
調
和
し
て
い

る
こ
と
。
生
物
多
様
性
に
は
生
態
系
・

種
・
遺
伝
子
の
3
つ
の
レ
ベ
ル
の
多
様
性

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
こ
と
で
生
物
多
様
性
は

保
た
れ
、
多
様
な
生
物
の
つ
な
が
り
が
生

み
出
す
豊
か
な
自
然
の
恵
み
（
供
給
・
調

整
・
文
化
・
基
盤
）
を
私
た
ち
に
も
た
ら

し
て
い
る
。

ど
う
し
て
生
物
多
様
性
保
全
が
必
要
な
の
？

この３つそれぞれのバランスがとれていることで、生物の多様性が保たれる。こうした生物の多様性は、
私たちに様々な恵みを与えてくれている。

遺伝子の多様性

同じ種でも異なる遺伝子を持っていて、形
や模様などの見た目が違う場合や、生息地
が限定されている場合がある。遺伝子の違
いが、生息地となっている場所の環境破壊
や病から、種を守ってくれるかもしれない。

種の多様性

動物、鳥、花、木、きのこや酵母などの微生
物…。奈良県には多くの種の生物が確認さ
れている。植物が哺乳類や鳥類などのエサ
になり、動物の死骸や糞が微生物や植物の
栄養になり、それぞれが関係しあっている。

生態系の多様性

生物が生きる自然環境（生態系）には森
林、草地、川、畑、溜池など様々なタイ
プがある。奈良県も、山間部、平野、市
街地、湿地と乾燥地など、多種多様な
生態系が存在する。          

食品、水、木材、繊維、薬品など

供給

レクリエーションや
リラクゼーション

文化

気候の安定や水質の浄化、
災害防止など

調整

基盤

水の循環や光合成など、
生態系サービスの基盤

生態系サービス（自然の恵み）

写真はすべてナミテントウ

地
域
の
取
り
組
み
・
福
住
小
中
学
校
で
の
ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
発
見

息
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年

は
目
撃
談
が
な
か
っ
た
。
生
物
部
は
、

毎
年
産
卵
期
で
あ
る
3
月
に
生
息
調
査

を
行
い
、
つ
い
に
令
和
5
（
2
0
2
3
）

年
3
月
、
ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

受
精
卵
と
成
体
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
里
山
の

湿
地
等
、
人
間
の
生
活
圏
に
近
い
場
所

で
生
息
し
て
い
る
希
少
な
種
だ
が
、

今
、
圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
（
※
2
）
や
人
工
河
川

の
整
備
に
よ
り
、
昔
な
が
ら
の
里
山
の

風
景
・
環
境
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
生

物
部
は
、
福
住
の
人
々
と
、
多
種
多
様

な
生
き
物
た
ち
が
共
生
す
る
里
山
を
守

り
た
い
と
考
え
、
福
住
の
里
山
の
保

全
・
再
生
に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
が

ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
よ
う
な
希

少
な
生
物
を
守
り
、
生
物
多
様
性
保
全

に
繋
が
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　

生
物
部
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
は
、
現

在
、
地
域
の
方
々
、
行
政
、
専
門
家
等

に
ま
で
広
が
り
、
多
く
の
人
が
子
ど
も

た
ち
の
活
動
、
ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
保
全
に
協
力
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
生
息
地
周
辺
は
、
地
元
の
方
々
が

毎
日
見
回
り
、
ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

福
住
小
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
活
動

が
今
後
も
よ
り
い
っ
そ
う
広
が
り
、
未

来
へ
と
受
け
継
が
れ
、
「
絶
滅
寸
前

種
ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
活

動
」
、
そ
し
て
「
福
住
の
里
山
の
保

全
・
再
生
」
が
、
一
歩
で
も
前
に
進
む

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

※
1   

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
環
境
省
が
設
立
し
た

子
ど
も
が
誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境
活
動
ク

ラ
ブ
で
、
現
在
は
公
益
財
団
法
人
日
本
環
境

協
会
が
運
営
す
る
。
ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー

は
、
1
年
間
で
5
回
以
上
活
動
し
た
メ
ン

バ
ー
に
送
ら
れ
る
認
定
証
。

※
2   

圃
場
整
備
…
農
地
の
区
画
、
農
道
、
農
業
用

排
水
路
な
ど
を
ま
と
め
て
整
備
す
る
こ
と

　

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
４
月
、
天

理
市
福
住
で
、
旧
福
住
小
学
校
と
旧
福

住
中
学
校
が
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫

教
育
を
行
う
「
福
住
小
中
学
校
」
と
し

て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
の
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
、

独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
福
住
学
」
を
通

し
て
、「
福
住
の
す
て
き
発
見
」「
福
住

の
す
て
き
発
信
」
を
目
標
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
環
境

保
全
活
動
や
環
境
学
習
を
積
極
的
に
行

い
、
全
校
児
童
・
生
徒
が
「
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
」
の
ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

認
定
さ
れ
た
ほ
か
（
※
1
）、
令
和
４

（
2
0
2
2
）
年
2
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
国
内
審
査
に
満
点
で
通
過
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
デ
ー
ト
校
に
認
定
さ
れ
た
。

　

福
住
小
中
学
校
生
物
部
は
、G
5
（
小

学
部
5
年
）
〜
Ｇ
9
（
中
学
部
3
年
）

の
生
き
物
好
き
が
集
い
、
生
徒
の
発
案

で
新
た
に
発
足
し
た
。

　

生
物
部
に
と
っ
て
、
最
大
の
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
は
ヤ
マ
ト
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
発
見
だ
。
奈
良
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
寸

前
種
で
、
以
前
か
ら
、
福
住
で
は
「
畑

ド
ジ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
生
き
物
の
生



私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
意
識
す
る

　

現
在
見
直
し
中
の
「
生
物
多
様
性
な
ら
戦

略
」
案
の
中
で
は
、
「
生
物
多
様
性
の
た
め

に
で
き
る
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
ど
れ
も
生
物
多
様
性
の
恵
み
を

体
感
し
、
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
も
の
ば
か
り
だ
。
そ
う
い
っ
た
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
参

加
し
て
ほ
し
い
。

ナ
ゴ
ヤ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル

　

ナ
ゴ
ヤ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
は
、
ず
ん
ぐ
り
し
た

体
型
の
、
足
の
短
い
カ
エ
ル
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン

プ
力
が
弱
く
、
あ
ま
り
長
距
離
の
移
動
を
し
な

い
。
そ
の
た
め
か
、
生
息
地
は
極
め
て
限
ら
れ

て
い
る
。
か
つ
て
は
県
内
に
３
カ
所
、
大
き
な

生
息
地
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
開
発
等
の
影

響
で
、
現
在
ま
と
ま
っ
た
生
息
地
は
１
カ
所
だ

け
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
と
の
雑

種
も
増
え
て
お
り
、
純
粋
な
ナ
ゴ
ヤ
ダ
ル
マ
ガ

エ
ル
は
珍
し
く
な
っ
た
。

キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ

　

キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
は
深
山
で
ひ
っ
そ
り
生

育
し
、
夏
に
可
憐
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
ア

ジ
サ
イ
科
の
植
物
で
あ
る
。
愛
好
家
に
よ
る
盗

掘
や
、
シ
カ
の
食
害
で
激
減
し
、
県
内
で
も
ご

く
一
部
に
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
地
元
の
有
志

が
中
心
と
な
っ
て
、
獣
害
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど

保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
野
生
植
物
を
持

ち
帰
る
愛
好
家
が
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
希
少

な
生
き
物
で
あ
り
、
人
類
の
宝
物
で
あ
る
。
勝

手
に
持
ち
帰
る
の
は
や
め
て
頂
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
協
力
す
る

　

奈
良
県
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
き
、

自
分
の
寄
附
金
の
使
い
道
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
奈
良
県
で
は
「
自
然
界
と
人
の
共
生
に
向

け
た
生
物
多
様
性
の
保
全
」
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
指
定
も
で
き
る
。

食
べ
る

触
れ
る

伝
え
る

守　
る

選　
ぶ

地
域
の
も
の
、
旬
の
も
の
を
食
べ
る

自
然
の
中
に
出
か
け
、
生
き
物
と
触

れ
合
う

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
季
節
の
う
つ

ろ
い
を
人
に
伝
え
る

生
き
物
の
観
察
会
や
保
護
活
動
に
参

加
す
る

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
選
ぶ

事業活動を行うとき
は、希少野生動植物の
生息・生育する環境の
悪化を防ぎ、県が実施
する保護施策に協力し
ましょう。

事業者の皆さん

条例に基づき基本方
針を策定し、個体の保
護や生息地等の保全
など保護施策を推進し
ます。

県

希少野生動植物の生息・生育に支障を
及ぼすことのないように気を配り、県が
実施する保護施策に協力しましょう。

県民、旅行者等の皆さん

1 ふるさとチョイス（https://furusato-tax.jp）にアクセス

2 「地域を探す」から「奈良県」を選択

3 「自治体一覧」から「奈良県」を選択

4 商品を選択するか「お礼の品不要の寄附をする」を選択する

5  寄附金の使い道で「【自然界と人の共生に向けた生物多
様性の保全】 絶滅の恐れがある野生動植物の調査・保
護」を選択する

　 ※以降は画面にしたがって入力

ふるさと納税情報

奈
良
県
サ
ク
ラ
見
守
り
隊

　

奈
良
県
に
は
日
本
一
の
桜
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
る
吉
野
山
や
、
賀
名
生
梅
林
、
月
ヶ

瀬
梅
渓
な
ど
、
桜
や
梅
の
名
所
が
多
い
。
と

こ
ろ
が
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
、
奈
良
県

内
で
、
こ
れ
ら
の
木
を
枯
ら
す
昆
虫
の
被
害

が
発
見
さ
れ
た
。

　

問
題
の
昆
虫
は
、
特
定
外
来
生
物
の
ク
ビ

　

奈
良
県
で
は
「
奈
良
県
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
県
内
に
お
い
て

特
に
保
護
を
図
る
必
要
性
が
高
い
11
種
を
「
特
定
希
少
野
生
動
植
物
」
に
指
定
し
て
い
る
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
で
、
サ
ク
ラ
、
ウ
メ
、

モ
モ
な
ど
の
バ
ラ
科
の
植
物
を
好
む
。
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
が
樹
木
内
に
入

り
込
ん
で
内
部
が
食
い
荒
ら
さ
れ
る
こ
と

で
、
木
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
国

の
「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係

る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

飼
育
や
保
管
、
運
搬
、
輸
入
、
野
外
へ
の
放

出
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

奈
良
県
で
は
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

を
早
期
発
見
し
、
駆
除
す
る
た
め
、
令
和
4

（
2
0
2
2
）
年
か
ら
「
奈
良
県
サ
ク
ラ
見
守

り
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
」
を
募
集
し
て
い

る
。
今
年
令
和
5（
2
0
2
3
）年
は
小
学
1

年
生
か
ら
80
代
ま
で
約
1
3
0
人
の
応
募
が

あ
り
、
6
月
に
は
隊
員
向
け
講
習
会
が
実
施

さ
れ
た
。

クビアカツヤカミキリに関す
る情報を奈良県のWebサイ
トで公開しています。被害拡
大防止にご協力をお願いし
ます。

https://www.
pref.nara.
jp/53306.htm

奈
良
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

　

希
少
な
生
き
物
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
奈
良
県
に
ど
ん
な
希
少
な
生
き
物
が
い
る

か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ど
の
生
き
物

が
奈
良
県
に
お
い
て
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
か
、

そ
れ
を
示
す
の
が
奈
良
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

生
き
物
は
全
国
ど
こ
に
で
も
同
じ
よ
う
に
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
ご
と
に
、
た
く
さ
ん

い
る
場
所
、
い
な
い
場
所
が
あ
る
。
全
国
的

に
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、
奈
良
県
で
は
絶
滅
寸

前
と
い
う
生
き
物
も
い
る
。
同
じ
種
で
あ
っ
て

も
、
地
域
ご
と
に
少
し
ず
つ
遺
伝
子
が
異
な
る

た
め
、
遺
伝
子
の
多
様
性
を
守
る
た
め
に
は
、

地
域
個
体
群
の
保
護
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
全
国
版
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
だ
け
で

な
く
、
地
域
版
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
作

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。

　

奈
良
県
で
は
2
0
0
6
年
に
初
め
て
奈

良
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
出
版
し
、

2
0
1
6
年
に
は
改
訂
版
を
発
行
、
現
在
、
第

3
次
改
訂
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

奈
良
県
の
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み

奈
良
の
希
少
な
生
き
物
た
ち


